
成城大学 2025年度 A方式（学部別選抜） 

文芸学部（2025年 2月 5日） ： 独語 

 

■解答例 

 

 〈注意事項〉  

ここに掲載するのは解答の一例であり、その他に別解がある場合があります。 

 

〔Ⅰ〕 

(1) 2 

(2) 2 

(3) 3 

(4) 4 

(5) 3 

 

〔Ⅱ〕 

(1) 3 ミュンヘンには見どころが多い 

(2) 2 わたしたちはパーティを楽しみにしています。 

(3) 1 泳ぎに行くことができるかどうかは天気次第です。 

(4) 4 彼女は着込む代わりに暖房をつけた。 

(5) 1 わたしの父はある小説をドイツ語から日本語に訳した。 

(6) 4 彼は一晩中寝ていなかったにもかかわらずまったく疲れていない。 

(7) 2 その子は踊りながら家に帰る。 

(8) 3 今日の宿題はかなり難しい。ほとんどわからなかった。 

(9) 2 彼女はすでに死んでいる。いったい誰が殺したんだ？ 

(10) 1 この暑さの中で働くなんて君はどうしたら我慢できるんだい？ 

 

〔Ⅲ〕 

(1) Er hat dem Redner eine halbe Stunde zugehört. 

(2) Die alten Häuser am Marktplatz wird renoviert.  

(3) Du sollst zu Hause bleiben, weil du Fieber hast. 

(4) Nachdem wir gestern Abend in einem Restaurant gegessen hatten, sind wir durch 

die Altstadt gebummelt. 

(5) Der Nachbar sagt mir, er wolle umziehen. / Der Nachbar sagt mir, dass er umziehen 

wolle. 

 



〔Ⅳ〕 

(1)  

(a) enthalten / enthielt / enthalten 

(b) denken / dachte / gedacht 

(c) funktionieren / funktionierte / funktioniert 

(d) sehen / sah / gesehen 

(e) glauben / glaubte / geglaubt 

(2) 

 (1) 不健康な食事では学校での集中力が下がりうるし病気になりやすくなる。 

(2) 食事は健康的で環境によいものであるべきで、それほど高価であるべきではない。 

(3) というのもわたしたちがどのように食事をとるかということにコマーシャル映像が

本当に影響しているかどうかは確かでないからである。 

(3)  

 (  A  ) 3 

(  B  ) 1 

(  C  ) 3 

(  D  ) 4 

(  E  ) 1 

(4) 1 / 4 / 6 

 

〔Ⅴ〕 

(1) Können Sie bitte noch ein bisschen langsamer sprechen? 

(2) Er mag lieber Tee als Kaffee. 

(3) Ich möchte an der Universität Germanistik studieren. 

(4) Die Polizei sucht den Mann, der den Unfall verursachte. 

(5) Wenn ich Geld hätte, würde ich ein neues Auto kaufen. 

 

 

  



■出題意図 

 

〔Ⅰ〕 

ドイツ語の発音に関する基本的な知識を確認するための問題である。各語のアクセント、発

音の長短、子音の正確な発音、会話文の中での強調の位置が各設問において問われている。

各語はどれも会話や簡易な文章でも頻出するものである。 

 

〔Ⅱ〕 

ドイツ語の基本的な語法に関する問題である。括弧内にあてはまる単語を選択し、正確な文

章をつくる。そのうえで和訳を行い、ドイツ語文の意味を理解できているかを確認する。設

問にはそれぞれ適切な動詞、動詞の形態、前置詞、イディオム、接続詞を問うものがある。

文章は会話で頻出する短文であり、初級文法の十分な理解があれば解答することのできる

レベルである。 

 

〔Ⅲ〕 

ドイツ語の短文を指示に従い書き換える問題である。それぞれ現在形を現在完了形にする、

能動文を受動文にする、接続詞を用いて二つの文章を一つの文章にする、直説法を接続法に

変える、というものである。書き換えにあたっては文章の全体の正確さに配慮する必要があ

る。接続詞や接続法による書き換えには中級レベルの文法知識の習得が必要となる。 

 

〔Ⅳ〕 

ドイツ語の長文を読み、各設問に答える問題である。学校給食に関する文章であり、内容や

語彙は平易なものである。設問には、動詞の三基本形を答えるもの、下線部を日本語訳する

もの、適切な単語を選択し括弧に入れ文章を完成させるもの、および文章の内容として適切

な説明を選択するものがある。文法的な知識を問いつつ、最後の問題では文章のおおまかな

意味を読み取ることができているか確認している。 

 

〔Ⅴ〕 

日本語の短い文章をドイツ語訳する問題である。形容詞の比較級、関係詞、接続法Ⅱ式など、

文法の知識が必要となるが、それぞれの問題は短文でかつ日常的な表現であり、基本的な独

訳能力を確認する。 


